
 

九州情報大学の三つの方針（三つのポリシー） 

 

「ビジネス DX 社会をリードする創造的エキスパートを養成する」 

 

IoT（Internet of Things）や AI（人工知能）などのデジタル技術が飛躍的な発展を遂げ

ています。未来の社会では、すべての人とモノがつながり、われわれが抱えている課題や困

難が克服されるとともに、新しい価値が生み出され、ひとりひとりのライフスタイルだけで

なく社会全体の変革（イノベーション）が到来するだろうと考えられています（Society 

5.0）。 

企業の活動においても、これら先進的な新しいテクノロジーを活用して、ビッグデータを

集めて分析し、業績向上に生かしていくだけでなく、斬新で画期的な製品やサービス、そし

て新時代のビジネスモデルを創造していくことが求められています。 

九州情報大学の責務は、建学の精神「至心」、「報恩感謝・慈愛と奉仕」、「容（かたち）は

心を呼び、心は容を呼ぶ」を進んで実践しようとする豊かな人間性を備えた社会人を養成す

ることであるとともに、来るべきビジネス DX 社会をリードしていく創造的エキスパート

を世に輩出することを通じて、時代の要請に即応していくことにあります。こうした‘全人

格的人間’を養成するために、建学の精神と学則第 1 条・第３条（教育・研究上の目的）に

基づいて、以下のとおり三つの方針と学習成果(Student Learning Outcomes)を定めま

す。 

※DX（デジタルトランスフォーメーション）「情報技術の浸透が、人々の生活をあらゆる

面でより良い方向に変化させる」という見方。 

 

  



 

■■■卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

本学は以下に示す方針の通り、学則および諸規程が定める基準に達し、併せて学士として

ふさわしい力（「学士力」1.知識・理解 2.汎用的技能 3. 態度・志向性 ４.統合的な学習経

験と創造的思考力）を修得したと認められる学生に対して「学士（経営情報学）」の学位を

授与します。 

 

Ⅰ 必修科目の単位を含めて 124 単位以上を修得していること。 

 

Ⅱ 学習の成果を卒業研究（またはこれと同等と認められるもの）によって示すことができ

ること。 

 

Ⅲ 建学の精神を理解し自ら進んで実践しようとする姿勢を備えるとともに、社会人とし 

て必要な態度・志向性を修得していると認められること。 

 

Ⅳ 経営情報学と関連する諸分野について基礎・応用・発展のそれぞれの段階に応じて専門

的知識・理解と汎用的技能を修得していると認められること。 

特に ICT（情報通信技術）、数理・データサイエンス・AI に関する専門的理解と汎用的

技能を修得していると認められること。 

 

Ⅴ 社会の様々な事象に対応できる複眼的な知識・理解や汎用的技能を獲得し、それらを総

合的に活用して、自らが立てた新たな課題に適用させることにより、その課題を解決する

ことができる主体的かつ創造的な思考力や実践力を修得していると認められること。 

  



 

■■■教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

経営情報の高度で専門的な知識・技能を修め、建学の精神に基づく豊かな人間性を備えた

マネージメントエキスパート・デジタルエキスパートを養成するために、本学の教育課程は

次のような特色の 2 つの科目群から構成されています。それは、幅広い教養と人格を陶冶

するための「基礎総合科目」、そして経営情報学の諸分野を体系的に学ぶための「専門教育

科目」です。2 つの科目群は基礎・応用・発展のそれぞれの段階に応じて体系的に学べるよ

うに設定されており、学則、諸規程、そして卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリ

シー）と以下に示す方針に従って編成され実施されます。 

なお学生の成績は、卒業までに修得してほしい「学士力」（1.知識・理解 2.汎用的技能 3.

態度・志向性 ４．統合的な学習経験と創造的思考力）のそれぞれの観点から評価されます。 

 

Ⅰ 建学の精神を理解させ、社会人として必要な態度・志向性を養うこと。 

建学の精神に基づいた全人格的教育を行います。そのために人間性を高め、感性を 

豊かにすることを目的とした科目や少人数教育を通じて社会的協調性を体得させるため

の科目（「建学の精神と人生」、「コミュニケーションと自己発見Ⅰ・Ⅱ」、ゼミ・演習科目

など）を設定します。 

 

Ⅱ マネージメントと ICT の諸分野に関して、基礎・応用・発展に応じて専門的知識・理

解と汎用的技能を修得させること。 

 

そのために、年次に応じて様々な「専門教育科目」（経営・会計、情報、国際ビジネス、

ネットワーク、データサイエンスの各科目群）やゼミ・演習科目を体系的に設定します。 

 

Ⅲ 社会の諸問題についての知識・理解や汎用的技能を高めること。 

社会の様々な事象に対応できる複眼的な知識・理解や汎用的技能を修得した有為な社

会人を養成するために、「基礎総合科目」（人文・社会・自然科学、語学、スポーツ健康科

学の各科目群）および「専門教育科目」の中に多様な科目を設定します。 

 

Ⅳ 主体的かつ創造的な思考力や実践力を修得させること。 

能動型学習（アクティブラーニング）を積極的にすることにより、学生が自分で課題を

設定し、様々な学習経験を統合させて、その解決に取り組むことができるような主体的で

創造的な思考力・実践力を養います。特に、そのための科目としてゼミ・演習科目などを

設定します。 

 



 

Ⅴ 基礎学力・技能を確認・強化すること。 

学生が主体的な学びの力をなるべく早く体得できるように、コミュニケーションや学

びのスキルのための初年次科目を設定します（「コミュニケーションと自己発見Ⅰ・Ⅱ」

など）。また基礎学力を確認・強化するための科目、ICT リテラシーを修得するための科

目を設定します（「情報リテラシー演習Ⅰ・Ⅱ」、「コンピューター実務演習Ⅰ・Ⅱ」など）。 

 

Ⅵ キャリア開発の技能を培い、将来の進路に備えること。 

学生が卒業後の進路を自ら考え、切り開いていけるように初年次からキャリア教育科

目を設定します。就活支援などの学生のニーズに応じた科目、地域の経営者団体と提携し

て行う産学連携の実際的な科目を設定します（「キャリアデザイン入門Ⅰ・Ⅱ」、「キャリ

アデザインⅠ・Ⅱ」など）。 

 

  



 

■■■入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）   

 

本学が養成しようとする人材は、経営情報の高度で専門的な知識・技能を修め、建学の精

神「至心」を進んで実践しようとする豊かな人間性を備えたマネージメントエキスパート・

デジタルエキスパートです。この基本的理念に基づき、経営情報学科、情報ネットワーク学

科共通で、以下の方針に従って入学者を受入れます。 

 

Ⅰ 建学の精神を理解し、実践しようとする意欲を持っていること。 

本学建学の精神「至心」を理解し、実践しようとする意欲があり、勉学に進んで取り組み、

そして進取の精神に溢れた者を求めます。 

 

Ⅱ 経営情報の分野に関心を持ち、学ぶ意欲があること。 

経営情報の諸分野に関心を持ち、知識や技能を身につけ、深めていこうとする意欲がある

者、特に経営情報の諸分野に関する検定試験や資格取得に積極的に取り組む意欲がある者

を求めます。 

 

Ⅲ 基礎的な学力を身につけていること。 

大学で学ぶにあたって必要とされる学力（学校教育法第 30 条の第 2 項による学力の

三要素） 

（1）基礎的・基本的な知識・技能 

（2）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等 

（3）主体的に学習に取り組む態度 

を入学までに修得している者を求めます。 

 

Ⅳ 社会の諸問題を広く多様な視点から理解し、その解決に貢献したいという意欲がある

こと。 

広範な知識・技能を体得し、社会の発展のために積極的に参画していく気概がある者を求

めます。 

 

Ⅴ 上記の方針に基づき、本学では下記の入学試験を実施して多様な学生を受け入れます

（本学の入学試験の詳細については「九州情報大学入試概要」をご覧ください）。 

○学校推薦型選抜（特別推薦・一般推薦） 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、学力、経験、関心、目標、適性

（コミュニケーション能力、独創性、積極性等）などを出身高等学校長による調査書と推薦

書および面接（口頭プレゼンテーション含む）、自己 PR 作文と小論文（一般推薦のみ）に



 

基づいて総合的に選考します。 

 

○総合型選抜 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、学力、経験、関心、目標、適性

（コミュニケーション能力、独創性、積極性等）などを受験生が作成したエントリーシート

やインタビュー及び出身高等学校長による調査書を参考にして、面接（口頭プレゼンテーシ

ョン含む）に基づいて総合的に選考します。 

本学の総合型選抜が求める学生像は次の三点です 

① 「経営・会計・情報」に強い関心を持つ者 

② 企業家を目指す者や家業を継ぐ予定の者 

③ 部活動（運動・文化）、課外活動（ボランティア等）、資格・検定の取得に熱心に取り組

んだ者 

 

○スポーツ奨学生選抜 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、学力、経験（実績）、関心、目

標、適性（コミュニケーション能力、独創性、積極性等）などを受験生が作成したエントリ

ーシートやインタビュー及び出身高等学校長による調査書を参考にして、面接（口頭プレゼ

ンテーション含む）に基づいて総合的に選考します。 

 

○一般選抜 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、出身高等学校長による調査書、

自己 PR 作文および高等学校までに修得した基礎学力を筆記試験に基づいて総合的に選考

します。本学の一般入試の試験科目については「九州情報大学入試要項」をご覧ください。 

 

○大学入学共通テスト利用選抜 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、出身高等学校長による調査書、

自己 PR 作文および高等学校までに修得した基礎学力を大学入学共通テストの得点に基づ

いて総合的に選考します。 

 

○外国人留学生選抜 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、学力、経験、関心、目標、適性

（コミュニケーション能力、独創性、積極性等）などを受験生が作成した日本語作文(総合

型選抜の場合は、エントリーシートやインタビューを含む)及び出身学校からの日本語能力

等に関する証明書を参考にして、面接と日本留学試験(総合型選抜の場合は本学指定の試験)

の成績に基づいて総合的に選考します。 

 



 

○社会人選抜 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、学力、経験、関心、目標、適性

（コミュニケーション能力、独創性、積極性等）などを受験生が作成した志願理由書(総合

型選抜の場合は、エントリーシートやインタビュー)を参考にして、面接、小論文に基づい

て総合的に選考します。 

 

○編入学選抜 

本学が指定した出願資格を満たしている受験生に対して、学力、経験、関心、目標、適性

（コミュニケーション能力、独創性、積極性等）などを(指定校推薦の場合は、出身学校長

の推薦書)を参考にして、面接（口頭プレゼンテーション含む）と小論文（一般のみ）に基

づいて総合的に選考します。 

 

Ⅵ 本学が指定する「入学前学習」を指示に従って最後まで履行できること。 

入学予定者に対しては、大学で学ぶにあたって必要と思われる基礎学力を確認・強化する

ために、課題や必要に応じて入学前のスクーリング等を課します。入学予定者は本学の指示

に必ず従ってください。 

 

  

 


